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四国八十八ヶ所霊場

マップ（二十五番から、三十一番）
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皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
い
よ
い

よ
夏
本
番
。
く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
く

だ
さ
い
。
さ
て
、
紙
上
遍
路
の
今
年

の
か
わ
ら
版
。
で
は
出
発
。

★
金
剛
頂
寺
＝
西
寺
＝
鯨
寺

   

二
十
五
番
、
津
照
寺
か
ら
約
五
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
。
二
十
六
番
は
龍
頭
山

（
り
ゅ
う
ず
さ
ん
）
山
金
剛
頂
寺
（
こ

ん
ご
う
ち
ょ
う
じ
）
で
す
。

   

室
戸
岬
の
西
北
、
土
佐
湾
に
突
き

出
し
た
行
当
（
ぎ
ょ
う
ど
う
）
岬
。

硯
（
す
ず
り
）
が
産
出
す
る
の
で
硯
が

浦
と
も
言
わ
れ
る
岬
の
山
の
上
、
室
戸

三
山
の
ひ
と
つ
で
す
。

   

通
称
、
二
十
四
番
最
御
崎
寺
（
ほ

つ
み
さ
き
じ
）
が
東
寺
、
二
十
六
番

金
剛
頂
寺
は
西
寺
と
呼
ば
れ
ま
す
。

   

お
大
師
様
は
若
い
頃
に
西
寺
の
山

中
や
眼
下
の
洞
窟
で
修
業
し
、
虚
空

蔵
求
聞
持
法
で
覚
り
を
開
い
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

   

開
眼
の
洞
窟
、
御
厨
人
（
み
く
ろ

ど
）
窟
は
、
先
月
号
で
ご
紹
介
し
た

と
お
り
、
室
戸
岬
東
側
に
史
跡
が
あ

り
ま
す
が
、
本
当
の
御
厨
人
窟
は
行

当
岬
だ
っ
た
と
の
説
も
聞
か
れ
ま
す
。

   

寺
内
に
は
お
大
師
様
が
背
負
っ
て

歩
い
た
旅
壇
具
（
金
銅
密
教
法
具
）

等
の
貴
重
な
史
料
が
保
管
さ
れ
て
い

ま
す
。

   

西
寺
は
別
名
、
鯨
寺
。
室
戸
は
か

つ
て
の
捕
鯨
の
拠
点
。
西
寺
の
檀
家

で
あ
っ
た
高
名
な
捕
鯨
砲
手
が
、
寺

内
に
鯨
の
供
養
塔
や
捕
鯨
の
資
料
館

を
建
て
た
こ
と
か
ら
、
鯨
寺
と
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

★
土
佐
の
関
所
と
爪
彫
り
薬
師

   

二
十
六
番
か
ら
約
三
十
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
。
険
し
い
山
の
上
に
あ
る
の
が

二
十
七
番
、
竹
林
山
神
峯
寺
（
こ
う

の
み
ね
じ
）
。

   

真
っ
縦
（
ま
っ
た
て
）
と
呼
ば
れ

る
勾
配
四
十
五
度
の
急
坂
で
知
ら
れ

る
土
佐
の
関
所
、
遍
路
こ
ろ
が
し
。

眼
下
に
紺
碧
の
土
佐
の
海
が
眺
望
で

き
ま
す
。

   

三
菱
財
閥
の
祖
、
岩
崎
弥
太
郎
の

母
が
二
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
集

落
か
ら
息
子
の
出
世
を
祈
願
し
て
神

峯
寺
に
日
参
し
た
そ
う
で
す
。

   

昭
和
三
十
年
代
、
愛
知
県
の
水
谷

繁
治
さ
ん
の
妻
し
づ
さ
ん
が
、
こ
の

山
を
登
る
途
中
で
霊
験
を
得
て
、
医

師
に
も
見
放
さ
れ
た
脊
椎
カ
リ
エ
ス

が
奇
跡
的
に
完
治
。
お
遍
路
さ
ん
の

間
で
有
名
な
実
話
で
す
。

   

二
十
七
番
か
ら
約
三
十
九
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
。
境
内
に
咲
く
四
季
折
々
の

花
で
親
し
ま
れ
る
二
十
八
番
、
法
界

山
大
日
寺
。

   

行
基
作
の
御
本
尊
、
金
剛
界
大
日

如
来
坐
像
は
高
さ
一
四
五
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
の
寄
せ
木
造
り
。
四
国
で
は

最
大
級
で
す
。

   

お
大
師
様
が
衆
生
（
人
々
）
の
安

寧
を
祈
願
し
、
爪
で
薬
師
如
来
を
彫

っ
た
と
言
わ
れ
る
楠
の
霊
木
「
爪
彫

り
薬
師
」
が
奥
の
院
に
祀
ら
れ
て
い

ま
す
。

★
土
佐
の
苔
寺
と
一
宮
別
当
寺

   

二
十
八
番
か
ら
約
八
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
、
二
十
九
番
は
摩
尼
山
国
分
寺
。

   

平
安
時
代
に
は
こ
の
寺
の
近
く
に

国
府
が
置
か
れ
、
土
佐
日
記
で
有
名

な
紀
貫
之
が
赴
任
。
土
佐
の
政
治
・

文
化
の
中
心
で
あ
り
、
以
後
も
水
稲

二
期
作
が
盛
ん
な
農
業
・
経
済
・
交

通
の
要
所
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。

   

お
大
師
様
が
こ
の
地
を
巡
錫
（
じ

ゅ
ん
し
ゃ
く
）
し
た
際
、
密
教
の
厄

除
け
奥
義
「
星
供
（
ほ
し
く
）
の
秘

法
」
を
勤
修
。

   

以
後
、
こ
の
寺
は
星
供
の
根
本
道

場
、
大
師
像
は
星
供
大
師
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。

   

長
宗
我
部
、
山
内
の
歴
代
藩
主
の

加
護
を
受
け
、
境
内
の
庭
園
は
見
事
。

杉
苔
（
こ
け
）
が
美
し
く
、
国
分
寺

は
別
名
、
土
佐
の
苔
寺
と
も
言
わ
れ

ま
す
。

   

二
十
九
番
か
ら
約
八
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
、
三
十
番
は
百
々
山
（
ど
ど
ざ
ん
）

善
楽
寺
。

   

こ
の
辺
り
は
か
つ
て
神
辺
郷
と
呼

ば
れ
、
土
佐
で
は
最
も
古
く
か
ら
栄

え
た
地
域
。
近
く
に
土
佐
一
宮
が
あ

り
、
神
仏
習
合
の
下
、
神
宮
寺
も
配

置
。
善
楽
寺
は
一
宮
別
当
寺
で
も
あ

り
ま
し
た
。

   

藩
都
に
近
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
明

治
維
新
の
廃
仏
毀
釈
で
神
宮
寺
も
善

楽
寺
も
廃
寺
の
悲
運
。
善
楽
寺
の
ご

本
尊
は
安
楽
寺
、
大
師
像
は
国
分
寺

に
移
さ
れ
ま
し
た
。

   

し
か
し
、
昭
和
四
年
に
大
師
像
が

戻
っ
て
再
興
、
平
成
六
年
に
ご
本
尊

も
戻
り
、
三
十
番
札
所
と
し
て
復
興
。

   

最
近
ま
で
明
治
維
新
の
影
響
が
あ

っ
た
こ
と
を
知
る
と
、
歴
史
を
身
近

に
感
じ
ま
す
。

★
よ
さ
こ
い
節

   

い
よ
い
よ
高
知
市
中
心
部
に
向
か

い
ま
す
。
次
は
よ
さ
こ
い
節
に
歌
わ

れ
、
純
信
、
お
馬
の
悲
恋
の
寺
と
し

て
知
ら
れ
る
三
十
一
番
、
五
台
山
竹

林
寺
か
ら
で
す
。
乞
ご
期
待
。
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宮

香川県香川県

★
土
佐
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苔
寺
と

四国八十八ヶ所霊場

れ
る
楠
の
霊
木
「

の
霊
木
「
爪爪

奥
の
院
にに
祀
ら
れ
て

十八ヶ所霊場
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二十六番 龍頭山金剛頂寺

二十八番 法界山大日寺

二十五番 宝珠山津照寺

二十九番 摩尼山国分寺

三十番 百々山善楽寺

三十一番 五台山竹林寺

二十五番 宝

二十七番 竹林山神峯寺
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